
　全顎矯正ではAngle Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ級や外科的矯正，開咬，歯周矯正，顎
関節症などに関して非抜歯・抜歯ケースをとりあげ，どのような理由でそ
の治療方針に至ったかをていねいに解説．また，部分矯正ではアップライ
トや挺出，圧下，TAD，アライナー治療による叢生などの症例をとりあげ
ている．長年の経験則から導かれた矯正臨床における治療選択の引き出し
の多さは初学者はもちろんベテランの矯正家にとっても参考になる１冊．

山地正樹・山地晃二郎 著

矯正治療における非抜歯・抜歯の判断に迷ったらこの１冊！

歯周矯正非抜歯症例
初診時 14年経過

AngleⅢ級抜歯症例
初診時 ５年経過

AnlgeⅡ級２類非抜歯症例
初診時 ４年経過

開咬非抜歯症例
初診時 ５年経過

顎関節症非抜歯症例
初診時 14年経過

外科的矯正抜歯症例
初診時 ５年経過

部分矯正挺出症例
初診時 20年経過

部分矯正アップライト症例
初診時 ３年経過

など，全顎矯正と部分矯正あ
わせて30もの臨床例を提示．
矯正臨床のヒントや参考にな
ること間違いなし！

●サイズ：A4判　●336ページ　●定価19,800円（本体18,000円＋税10％）

zengakukyosei_A4flyer_omote.indd   1 2022/03/30   17:05



CONTENTS

１章 矯正治療の診断方法

１．資料採得の見かた・読み方
２．セファログラム分析の見かた・読み方
３．咬み合わせ診断の見かた・読み方
４．プロブレムリストの作成・診断

非抜歯治療と抜歯治療について

１．咬合治療の目標と進め方
２．顎関節症と咬合治療の関係性
３．全身の健康と咬合治療の関係性

口の体操をする意義

１．Angle Ⅰ級非抜歯・抜歯症例
２．Angle Ⅱ級１類非抜歯・抜歯症例
３．Angle Ⅱ級２類非抜歯・抜歯症例
４．Angle Ⅲ級非抜歯・抜歯症例
５．外科的矯正非抜歯・抜歯症例
６．開咬非抜歯・抜歯症例
７．上下顎前突非抜歯・抜歯症例
８．歯周矯正非抜歯・抜歯症例
９．顎関節症非抜歯症例
10．部分矯正治療挺出症例
11．部分矯正治療アップライト症例
12．部分矯正治療圧下・遠心移動・叢生・転位

歯症例
13．部分矯正治療捻転歯と歯間離開症例

５章 各種不正咬合に対する診断と治療

２章 非抜歯治療と抜歯治療の考え方

３章 咬合治療の意義

４章 咬合安定を図る口の体操 ６章 矯正治療にまつわるトラブルと対策

豊富な臨床例のほか，
診断時の着眼点をわかりやすく解説！
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全顎矯正と部分矯正へのアプローチ 非抜歯治療と抜歯治療の選択基準
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